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いいまち今金夢のまち

中学校卒業式
平成11年度「豊かで住みよいまちづくりと

4月号

1999 (平成11年)

No.483 

活力あるふるさとづくり」始動

今金町民憲章
。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

。健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

。教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10円 1日



こ
の
た
め
、
従
来
に
も
指
し
て

総
合
福
祉
施
設
を
拠
点
と
し
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

。
障
害
者
福
祉
の
推
進

「光
の
里
学
園
」
懸
案
の
知
的

障
害
者
授
産
施
設
の
建
設
が
実
現

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

従
来
に
増
し
て
関
係
団
体
組
織
と

の
連
携
を
密
に
し
て
、
適
所
者
の

確
保
並
び
に
施
設
運
営
の
充
実
に

向
け
て
町
内

・
自
治
会
を
は
じ

め
、
民
間
企
業
、
商
工
関
係
業
者

の
深
い
ζ
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

た
く
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

。
地
域
保
健
医
療
対
策

北
渡
島
槍
山
地
域
保
健
医
療
福

祉
推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
地

域
セ
ン
タ
ー
病
院
内
「
地
域
医
療

支
援
室
」
を
中
心
に
医
療
供
給
体

制
の
検
討
に
入
っ
て
お
り
、
小
児

科
・
婦
人
科
・
精
神
科
医
師
等
の

派
遣
な
ど
へ
き
地
へ
の
医
療
支
援

機
能
が
徐
々
に
可
能
と
な

っ
て
き

ま
し
た
の
で
、
更
に
連
携

・
要
請

に
向
け
て
努
力
致
し
た
い
。

こ
の
た
め
、
総
合
福
祉
施
設
に

お
け
る
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
地
域
に
密
着
し
た
健
康
教
育

平
成
什
年
度
予
算
は
、
算
1
回
定
例
町
議
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
、

一

般
会
計
、
特
別
会
計
あ
わ
せ
て
総
額
1
0
0
億
4
千
3
百
ゆ
万
3
千

円
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

3
月
8
日
の
初
日
に
は
、
村
本
町
長
が
執
行
方
針
を
、
大
塚
教
育

長
が
教
育
方
針
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
新
年
度
に
向
け
て
の
執
行
方
針
を
簡
単
に
ま
と
め
、

予
算
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
町
づ
く
り
に
対
す
る
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

--ーーー

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
、
地
方

自
治
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
其
の

地
方
自
治
が
試
さ
れ
る
時
代
で
も

あ
り
、
今
後
、
よ
り

一
層
住
民
と

密
着
し
た
行
政
を
進
め
る
た
め
、

自
治
体
自
身
が
政
策
立
案
能
力
を

さ
ら
に
高
め
、
徹
底
し
た
行
政
改

革
に
取
り
組
む
こ
と
が
強
く
望
ま

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
町
の
平
成
川
年
度
予
算
編
成

に
当
た
り
ま
し
て
は
、
統

一
地
方

選
挙
の
年
で
も
あ
り
、
各
会
計
に

お
い
て

一
般
経
常
経
費
と
、
継
続

a 
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や
健
康
相
談
指
導
を
は
じ
め
、
各

種
住
民
検
診
に
よ
る
予
防
と
早
期

発
見

・
早
期
治
療

・
機
能
訓
練
な

ど
対
人
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的

に
実
施
し
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
生
涯
を
通
じ
て
川
民

一
人
ひ

と
り
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

。
交
通
安
全
対
策

昨
年
と
今
年
に
高
齢
者
の
方
の

死
亡
事
故
が
発
生
し
、
悲
惨
な
交

通
死
亡
事
故
の
抑
止
を
最
大
の
目

標
と
し
て
、
特
に
、
高
齢
者
に
対

す
る
交
通
安
全
意
識
の
啓
発
を
図

り
、
各
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連

携
の
も
と
に
、
よ
り

一
層
の
交
通

安
全
対
策
の
般
進
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

。
や
す
ら
ぎ
霊
園
墓
地
の

造
成
整
備

継
続
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
、

墓
地
区
画
数
は
、
計
1
3
2
区
画

に
確
定
し
、
本
年
度
実
施
予
定
の

路
盤
工
、
舗
装
工
、
植
栽
工
等
は
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
完
了

し
、
住
民
の
要
望
に
対
応
で
き
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

。
回
帰
境
衛
生
対
策

近
年
の
生
活
形
態
の
変
化
や
経

済
活
動
の
多
様
化
に
伴
い
、
家
庭

や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み 一

事
業
費
を
優
先
し
た
骨
格
予

算
の
編
成
と
し
た
次
第
で
あ

り
、
新
規
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、

6
月
補
正
で
対
応
す

べ
く
財
源
留
保
の
措
置
を
講

じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

。
消
防
防
災

消
防
施
設
の
整
備
と
し
て

普
通
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新

し
、
日
胤
新
消
防
機
材
と
し
て
手
引

き
式
ホ
ー
ス
カ

l
(
ホ
l
ス
延
長

用
資
機
材
)
や
、
手
動
吸
管
巻
取

り
装
世
を
装
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
川
の
防
災
体
制
に
万
全
を
期

し
ま
た
、
東
部
地
区
の
消
火
栓
の

設
置
を

一
基
新
設
し
、
市
街
地
、

田
代
地
区
に
も
各

一
基
づ
つ
を
新

設
、
水
利
を
確
保
し
ま
す
。

O
防
災
計
画

北
海
道
と
の
協
議
に
入

っ
て
い

る
防
災
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、

H

年
3
月
中
旬
に
協
議
が
終
了
す
る

見
込
み
で
あ
り
、
そ
の
後
、
今
金

が
増
大
す
る
中
、
省
資
源
化
や
資

源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
ご

み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の

取
り
組
み
が
急
務
と
な

っ
て
お
り

ま
す
。平

成
山
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る

容
総
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
へ
の
対

応
な
ど
、
環
境
術
生
対
策
に
つ
い

て
北
部
恰
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

と
共
に
努
力
し
て
参
り
た
い
。

農
業
の
振
興

。
農
業
振
興
事
業

消
費
者
が
求
め
て
い
る
安
全
、

良
品
質
、
良
食
味
般
車
宙
産
物
の
生

産
拡
大
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
土
地
基
般
の

箆
備
の
推
進
と
心
土
破
砕
に
よ
る

表
面
水
の
排
除
を
図
る
と
と
も

に
、
有
畜
農
家
の
減
少
等
に
よ
り

堆
厩
肥
の
投
入
が
減
少
傾
向
に
あ

る
た
め
、
緑
肥
作
物
の
作
付
け
を

推
進
し
、
輪
作
体
系
の
確
立
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。

。
野
菜
振
興
対
策

継
続
事
業
の
野
菜
価
格
安
定
推

進
事
業
と
大
線
・
人
参
の
安
定
的

作
付
け
を
図
る
た
め
、
種
子
助
成

及
び
人
参
セ
ン
チ
ユ
ウ
対
策
及
び

東
風
と
低
視
に
よ
る
仙
台
を
防

町
防
災
会
議
に
諮
り
、
平
成
日
年

度
に
防
災
計
画
書
を
印
刷
し
、
関

係
者
へ
配
布
す
る
運
び
と
な

っ
て

い
ま
す
。

福
祉
の
充
実

。
保
健

・
福
祉
関
係

介
慾
保
険
制
度
は
、
編
制
の
措

酎
か
ら
利
用
へ
、
ま
た
、
保
健
・
医

療

・
一福
祉
を
総
合
化
し
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
へ
の
転
換
と
い
う
全
く
新

た
な
制
度
の
導
入
と
い
う
こ
と

で
、
市
町
村
自
治
体
を
始
め
と
し

て
町
民
の
皆
様
に
も
不
安
感
が
あ

る
こ
と
は
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
老
後
の
最
大
の
不

安
要
因
と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
介

護
問
題
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
し

っ
か
り
と
し
た
基
礎
を
築
い
て
参

り
ま
す
。

。
高
齢
者
介
惣
サ
ー
ビ
ス
体
制

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
し
た
総
合
在
宅
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
効
果
的
に
推
進
し
、
各
施
設

に
資
格
取
得
し
た
介
護
支
援
専
門

員
(
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
を
中

心
に
関
係
職
員
の
協
調
、
連
携
に

よ
り
保
健

・
医
療

・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を

一
体
的
に
提
供
で
き
る
よ
う

対
応
し
て
参
り
ま
す
。

。
高
齢
者
福
祉
の
充
実
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要
介
護
認
定
を
受
け
た
被
保
険

者
を
重
点
に
順
次
居
宅
サ
ー
ビ
ス

計
画
の
作
成
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護
保

険
給
付
を
補
完
す
る
機
能
訓
練
、

リ
ハ
ビ
リ
教
室
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
訪
問
指
導
等
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
、
事
業
は
、
高
齢
者

実
態
調
査
を
も
と
に
介
殻
保
険
事

業
計
画
に
お
い
て
検
討
、
策
定

し
、
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
高
齢

者
ニ

l
ズ
に
的
確
か
つ
、
迅
速
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

。
在
宅
福
祉

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
等

を
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
調
し
て

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
介
畿
保
険
制
度
の
導
入
に

伴
い
、
社
会
福
祉
法
人
は
社
会
福

祉
事
業
を
経
蛍
す
る
指
定
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
の
位
置
づ
け
と
な

り
、
本
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
と

し
て
も
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い

る
日
常
生
活
援
助
に
加
え
、

住
民

組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地

区
民
生
委
員
と
の
連
携
強
化
の
下

に
、
町
民
の
自
立
し
た
生
活
を
支

え
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
実

施
さ
れ
る
体
制
を
確
立
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〕
内
ノ
』〔

-・・・・各会計の当初予算規模比較.....

A E 官| 名 11年度 前年度 削減金額 地減率%

般 ~ iii 5，825，852 6，066，374 ム240，522 ム4.1 

国民健f1!保険特別会計事業勘定 839，085 758，411 80，674 9.6 

老人保健 特別 会計 1， 120，369 1， 102，084 18.285 1.6 

国民健LIi保険特別会計施設勘定 1，093，899 1. 062， 796 31. 103 2.8 

簡易水道事業 特 別 会 計 254，500 316，811 ム62，311 ム24.5

老人保健特別会昔|施設助定 360，236 349，699 10，537 2.9 

公共下水道事業特別会 晋| 549，252 331，819 217.433 39.6 

言| 10.043，193 9，987，994 55， 199 0.5 

単位千円

ぎ
、
安
定
生
産
を
図
る
た
め
被
覆

材
助
成
を
含
め
た
野
菜
作
付
け
定

着
化
対
策
事
業
に
よ
る
補
助

・
補

填
を
行
い
、
安
心
し
て
生
産
拡
大

に
励
め
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま

す
。

。
農
業
気
象
高
度
利
用
施
設

本
年
9
月
完
成
予
定
で
あ
り
ま

す
が
、
厳
し
い
農
業
情
勢
が
続
く

中
で
、
安
定
か
つ
、
生
産
性
の
高

い
股
業
の
確
立
や
適
正
な
防
除
体

制
の
整
備
、
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
、
気
象
害
か
ら
の
回
避
、
あ
る

い
は
被
害
を
最
小
限
度
に
防
ぐ
こ

と
は
股
業
経
営
の
安
定
化
に
向
け

不
可
欠
の
要
素
で
あ
り
、
気
象
情

[3) 



報
を
農
業
者
に
適
時
・
迅
速
に
伝

達
周
知
す
る
体
制
を
整
備
し
て
参

り
ま
す
。

。
鹿
山
漁
村
ふ
る
さ
と
事
業

地
域
振
興
対
策
事
業
と
し
て
、

11年度一般会計予算は58億25，852千円
その内訳は・
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労働賀

商工費

予備費
地方詣与税
117，000 (2.0) 

地方消費税交付金
63，000 (1.1) 

利子副交付金 4，000 (0.1) 
自動車取揖税交付金 36，000 (0.6) 
地方特例主付金 1 (0.0) 
克通安全対策特別主付金 1，000 (0.0) 
財産収入 25，951 (0.4) 
客間金 1 (0.0) 
繰入金 53，509 (0.9) 
繰越金 5，000 (0.1) 

施
す
る
と
と
も
に
、
金
融
機
関
の

貸
渋
り
に
対
し
て
も
配
慮
し
て
、

商
工
会
や
観
光
協
会
等
が
実
施
す

る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
も
支

援
を
し
な
が
ら
、
商
庖
街
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
商
工
業
の

発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
参
り
ま

す
。

。
観
光
娠
興

本
町
の
観
光
施
設

「
ク
ア
プ
ラ

ザ
ピ
リ
カ
」
は
、
近
隣
の
公
営
施

設
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
利

用
客
が
大
幅
に
減
少
し
、
大
変
厳

し
い
経
営
環
境
に
お
か
れ
て
お
り

ま
す
が
奥
美
利
河
混
泉
山
の
家

は
、
町
内
は
も
と
よ
り
道
内
外
の

利
用
者
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
の
営
業
に

期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。し

か
し
、
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

を
始
め
各
施
設
も
年
数
の
経
過
と

と
も
に
、
改
修
を
必
要
と
す
る
部

分
が
出
て
来
て
お
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
充
分
な
る
施
設
の
維
持
点
検

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
お
客
様

に
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

公
共
事
業

。
公
共
土
木
事
業

水
田
共
同
化
特
別
対
策
事
業
、
無

人
へ
リ
効
率
化
対
策
事
業
、
和
牛

育
時
制
価
肥
育
事
業
を
実
施
し
て
地

域
農
業
の
振
興
と
活
性
化
を
図
り

後
継
者
の
育
成
と
地
場
良
畜
産
物

消防買
219，463 
(3. B) 

， 

単世は千円、 ( )は

構成比率で%

分担金及び負担金 93，713 (1. 6) 

慣用料亙び手数料 102，072 (1.B) 
国庫支出金 384，07B (6.6) 

道支出金 396，063 (6. B) • • 

維
持
業
務
を
始
め
道
路
事
業
、

都
市
公
園
事
業
、
公
営
住
宅
建
設

事
業
、
災
害
復
旧
事
業
等
の
促
進

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、

維
持
業
務
等
に
お
け

る
民
間
企
業
の
活
用
に

つ
い
て

も
、
雇
用
の
促
進
を
図
る
立
場
か

ら
も
充
分
配
慮
し
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

教
育
行
政

@
山
村
留
学

全
道
で

4
問
4
校
か
ら
始
ま
り

平
成
9
年
初

平
成
川

増
加
し
て
い
た
が
、

町
幻
校
内

3
校
が
休
止
、

年
は
同
町
幻
校
内
3
校
が
休
止
の

こ
れ
ま
で
の

状
況
に
あ
り
ま
す
。

預
け
親
を
介
し
て
の
募
集
で
は
限

界
に
達
し
た
感
が
あ
り
、
平
成

μ

年
度
全
国
山
村
協
議
会
に
加
問

し
、
広
く
募
集
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

。
国
際
交
流

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
中
学

生
印
名
の
派
遣
、
中
国
青
少
年
交

流
訪
問
回
初
名
、
在
日
留
学
生

5

名
、
熊
本
県
の
小

・
中
学
生
必
名

の
受
け
入
れ
を
計
画
し
、
学
校
間

交
流
の
推
進
と
英
語
指
導
助
手
の

招
刑
判
に
向
け
た
条
件
整
備
を
図
っ

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

の
消
貨
拡
大
を
図

っ
て
参
り
ま

す
。

。
畜
産
振
興
対
策
事
業

平
成
8
年
度
か
ら
実
施
し
て
き

た
新
需
要
適
合
型
乳
牛
改
良
モ
デ

ル
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
事
業
と
し
て
海
外
優
良
受
精
卵

の
導
入
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
若

雌
牛
か
ら
の
採
卵
及
び
人
工
授
精

等
を
行
う
多
排
卵
及
び
受
精
卵
移

植
技
術
等
を
活
用
し
、
優
良
遺
伝

子
資
源
に
よ
る
優
良
な
牛
群
の
造

成
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

。
道
営
草
地
整
備
改
良
事
業

平
成

ω年
度
に
お
い
て
地
区
篠

択
さ
れ

一
部
の
調
査
設
計
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら

工
事
も
着
手
し
、
草
地
基
制
服
の
整

備
に
よ
り
耕
地
の
有
効
利
用
と
低

コ
ス
ト
自
給
飼
料
の
生
産
性
向
上

を
図
り
、
畜
産
経
営
の
安
定
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。

。
林
業
振
興
事
業

緑
豊
か
な
森
林
を
後
世
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
未
立
木
地
の
造
林
を

積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

公
費
造
林
に
よ
る
造
林
事
業

・
作

業
路
開
設
及
び
下
刈
事
業
の
補
助

残
へ
の
助
成
姑
置
を
講
じ
、
造
林

面
積
の
拡
大
と
保
育
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

。
豊
田
小
学
校

明
治
犯
年
に
開
校
し
、
以
来
8

2
0
余
名
の
卒
業
生
を
世
に
送
り

出
し
な
が
ら
地
域
の
過
疎
化
、
少

子
化
現
象
と
は
い
い
な
が
ら
休
校

の
や
む
な
き
に
至
り
、
誠
に
残
念

で
は
あ
り
ま
す
。
地
域
の
方
々
は

も
と
よ
り
多
く
の
学
校
運
営
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業

勘
定平

成
ロ
年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
介
護
保
険
制
度
に

つ
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
と
同
じ

く
そ
の
実
施
主
体
は
市
町
村
で
あ

り
、
第
二
被
保
険
者
に
係
る
介
畿

納
付
金
分
保
険
料
は
、
従
来
の
医

療
給
付
費
分
保
険
料
と
し
て
徴
収

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
国
保
制
度
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
収
納
確
保
に
万
全
を
期
し
て

進
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

O
老
人
保
健
特
別
会
計
事
業
勘
定

本
町
の
老
年
人
口
比
率
(
平
成

凶
年
同
月
1
日
現
在
)
は
、
お

・
4

パ
ー
セ
ン
ト
、
初
歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
は
ほ
山
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

健
外
来
の
動
向
は
、

老

高
齢
化
で
、

。
川
有
林
の
造
林
事
業

新
植
6
・
M
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
作

業
路
開
設
千

2
百
メ
ー
ト
ル
の

外
、
下
刈
事
業
、
除
問
伐
事
業
、
枝

打
事
業
、
野
そ
駆
除
事
業
、
町
有

林
林
況
確
認
事
業
な
ど
の
保
育
管

理
に

つ
い
て
も
実
施
し
て
参
り
ま

す。。
林
道
事
業

継
続
事
業
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
ふ
る
さ
と
林
道
ブ
イ
タ
ウ
シ
ナ

イ
線
緊
急
整
備
事
業
は
本
年
度
で

路
態
改
良
工
事
が
完
了
、
平
成
ロ

年
度
舗
装
工
事
を
も
っ
て
事
業
完

成
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

土
地
改
良

。
国
蛍
か
ん
が
い
排
水
事
業

利
別
川
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
全

体
事
業
貨
の
大
幅
な
噌
叙
で
推
進

す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
、
本
地

区
は
、
町
内
で
も
有
数
の
水
田
地

帯
で
あ
り
営
農
技
術
の
進
歩
に
伴

う
近
代
化
用
水
の
確
保
と
畑
地
か

ん
が
い
に
よ
る
畑
作
物
の
収
忌
及

び
品
質
の
向
上
を
図
り
、
受
益
者

の
皆
さ
ん
の
成
業
経
営
を
よ
り
安

定
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
的

に

一
期
地
区

・
二
期
地
区
と
も
に

事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

。
道
営
事
業

( . • 
高
い
受
診
率
に
な

っ
て
い
ま
す

が
、
改
正
健
保
法
の
一
部
負
担
引

き
上
げ
の
影
響
か
ら

一
件
あ
た
り

の
日
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
な

ど
、
診
療
報
酬
改
定
が
実
施
さ
れ

た

ω年
4
月
以
降
横
ば
い
で
惟
移

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
老
人
保
健
施
設
の
入

所
利
用
等
か
ら
施
設
療
養
費
は
年

々
指
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

。
国
保
病
院

町
民
に
よ
り
良
い
医
療
サ
!
ビ

八
雲
町
総

合
病
院
と
の
診
療
科
目
の
支
援
体

制
の
確
立
や
住
民
検
診
の
取
り
込

み
な
ど
、
安
定
的
、
継
続
的
な
病

院
経
営
を
図
り
な
が
ら
、
病
院
経

営
の
効
率
化
と
良
質
的
な
医
療
の

供
給
を
推
進
す
る

。
老
人
保
健
施
設

老
人
保
健
施
設
の
運
営
は
.
対

象
者
の
家
庭
訪
問
に
重
点
を
置
く

と
と
も
に
広
域
的
施
設
の
位
置
付

け
の
中
、
近
隣
町
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
入
所
者
の
確
保
に
努

ス
を
提
供
す
る
た
め
、

め
て
参
り
ま
す
。

訪
問
看
鐙
事
業
の
対
象

者
の
確
保
に
つ

い
て
も
大
変
難
し

い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
北
部
4

町
で
は
今
金
町
以
外
実
施
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
介
護
保
険

ま
た
、

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
三
地

区
に
つ
き
ま
し
て
も
、
土
地
基
盤

の
整
備
を
全
面
的
に
進
め
て
土
地

の
高
度
利
用
を
促
進
し
、

か
つ
、

機
械
化

一
賞
作
業
体
系
の
確
立
を

図
り
、
適
正
規
模
へ
の
誘
導
を
行

い
低
コ

ス
ト
経
営
を
目
指
す
と
と

も
に
、
余
剰
労
力
を
複
合
部
門
に

誘
導
し
て
安
定
複
合
経
営
の
確
立

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

。
中
山
間
地
域
総
合
股
地
防
災
事

業
二
地
区

排
水
路
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
地
下
水
が
凶
削
除
さ
れ
、
愉

換
田
と
し
て
ば
れ
い
し
ょ

・
大
豆

等
の
転
作
が
で
き
経
済
条
件
か
ら

み
て
も
生
産
性
が
向
上
し
、
水
田

の
汎
用
化
計
一酬
の
流
動
化
目
標
の

推
進
に
努
力
し
雌
進
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

(4) 

商
工
観
光

。
尚
工
業
の
振
興

中
小
企
業
の
経
蛍
安
定
を
図
る

た
め
、
企
業
者
自
ら
の
経
営
努
力

と
柑
ま
っ
て
、
商
工
会
が
実
施
す

る
経
営
改
善
普
及
事
業
の
支
援
を

中
心
に
、

金
融
の
円
滑
化
と
金
利

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
特
別

融
資
制
度
や
利
子
補
給
を
継
続
実

制
度
の
中
で
、
共
同
実
施
す
べ
く

各
町
と
協
議
を
重
ね
そ
の
実
現
に

向
け
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

m，全
械
で
の
水
の
普
及
と
そ
れ

に
伴
う
公
衆
衛
生
の
向
上
、
生
活

環
境
の
改
善
を
図
る
べ
く
、
平
成

9
年
度
よ
り
三
カ
年
計
画
に
て
神

丘
地
区
簡
易
水
道
事
業
を
進
め
て

来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
度
を

も
っ
て
完
了
の
予
定
と
な

っ
て
お

り
ま
す
。

。
公
共
下
水
道
事
業

昨
年
度
よ
り
事
業
を
進
め
、
本

年
度
の
施
工
区
峻
は
、
商
工
団
地

の
全
域
、
大
和
町
の
一
部
、
緑
町

の

一
部
を
予
定
し
て
お
り
、
地
域

関
係
者
と
協
議
調
整
を
図
り
な
が

ら
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
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4
月
は
統-
選
挙
で
す
。

4
月
刊
日
北
海
道
知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙

4
月
白
日
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
で
す

任
期
満
了
に
伴
う
北
海
道
知

事
、
道
議
会
議
員
選
挙
は
4
月
川

目
。
今
金
町
長

・
町
議
会
議
員
選

挙
日
は
4
月
お
日
で
す
。

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
を
左
右
す
る
最
も
身
近
な
選

挙
で
、
皆
さ
ん
の

一
票
に
よ

っ
て

将
来
が
決
ま
り
ま
す
。

明
日
の
北
海
道

・
今
金
町
の
進

路
を
決
め
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
立

派
な
代
表
を
選
出
す
る
た
め
、
候

補
者
の
主
張
や
考
え
な
ど
を
ρ

よ

く
聴
き
H

H

よ
く
考
え
て
H

楽
総

す
る
こ
と
な
く
、
民
謡
一な

一
一県
を

投
票
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

候
補
者
は

「
あ
な
た
の

手
で
」

候
補
者
を
選
ぶ
と
き
は
、
あ
な
た

自
身
の
判
断
で
、
こ
の
人
こ
そ
と

思
う
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

よ
く

「私
の

一
禦
ぐ
ら
い
・

」

と
い

っ
て
棄
権
す
る
人
が
お
り
ま

• 豊
田
小
学
校
(
高
僑
勝
保
校
長
)

は
在
籍
児
童
l
人
の
卒
業
に
伴
い

3
月
3
目
、
地
域
に
親
し
ま
れ
優

秀
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
て

き
た
豊
田
小
学
校
の
休
校
式
と
歴

史
を
語
る
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

休
校
式
は
、
卒
業
生
や
地
域
の

方
々
を
は
じ
め
山
本
格
山
教
育
局

長
、
村
本
町
長
、
中
野
議
会
議
長
、

教
育
関
係
者
な
ど
約
1
5
0
人
が

す
が
、
あ
な
た
の

一
票
は
こ
の
日

の
た
め
に
あ
る
の
で
す
。
そ
の

一

票

一
票
の
積
み
重
ね
が
、
現
在
の

今
金
町
を
さ
さ
え
て
い
る
こ
と
を

知
る
と
き
、
そ
う
粗
末
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

当
日
は
、
棄
権
し
な
い
で
貴
重

な

一
票
を
正
し
く
行
使
し
ま
し
ょ

う。不
在
者
捜
票
制
度
の

活
聞
を

口
取
近
の
各
種
選
挙
に
お
け
る
投

票
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

有
権
者
の
方
々
が
よ
り
投
票
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
公

職
選
挙
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、

投
票
時
間
の
延
長

・
不
在
者
投
票

の
改
善
な
ど
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

.
不
在
者
投
票
関
係

不
在
者
投
票
の
時
間
が
2
時
間
延

長
さ
れ
、
午
後
8
時
ま
で
と
な
り

ま
す
。

〈
〉
不
在
者
投
票
が
認
め
ら
れ
る
事

I . 

• • 
由
が
緩
和
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
方
制

も
不
在
者
投
票
が
で
き
る
よ
う
に
来

な
り
ま
し
た
。

来

・
自
営
業
の
方
な
ど
冠
婚
葬
祭
な

来

今
金
町
淡
業
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
今
金
町
農
業
委
員
会
会
長
で
あ
る

ど
の
予
定
が
あ
る
方
。

器保

坂
本
久
光
氏
が
去
る
3
月
1
日
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
り
ま
し
た

0

・
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
私
用

見

で
、

投
開
対
日
に
投
票
区
域
に
い
同

『

E
E
E
E
E
E
E
E
J

圃・・・

な
い
方
。

m
-

h

・・・・

・
引
っ
越
し
な
ど
を
し
て
他
の
市
楽

園

h

・・vRFFLa----

町
村
に
住
ん
で
い
る
方
。

ニ

圃

一

二

t
A幽

。
不
在
者
投
票
が
し
や
す
く
な
り

楽

園

4

・E
F

‘、Ja-----

ま
し
た
。

-

a・・・・

・
不
在
者
投
票
の
手
続
き
が
簡
単
丘
小

F
a
l
l
i
-
-圃
E

・

に
な
り
ま
す
。
(
印
鑑
不
要
な
制
葬
儀
は
、
町
内
の
隆
憧
寺
で
し

リ
一小

ど

)

来

め

や

か

に

執

り

行

わ

れ

、

遺

族

を

不
在
者
投
票
所
で
も
、
候
補
者
約
は
じ
め
籾
威
、
関
係
者
弔
問
客
ら

の
氏
名
な
ど
を
掲
示
し
て
い
ま
来
は
坂
本
久
光
氏
の
ご
冥
福
を
お
祈

す

。

山

市

り

い

た

し

ま

し

た

。

*
不
在
者
投
票
期
間

一
一
一
故
坂
本
久
光
氏
は
、
昭
和
市
均
年

合
北
海
道
知
事

・
道
議
会
餓
員
総
本
町
の
金
原
で
生
ま
れ
、
昭
和
俗

一
一郎

4
月

ω日
ま

で

来

年

段

業

に

従

事

し

、

今

金

ma州
民
業

古
川
長

・
町
議
会
議
員

約

の
未
来
を
担
う
人
材
と
し
て
嶋
望

4
月
初
日
か
ら
M
日
ま
で

楽
さ
れ
、
昭
和
臼
年
、

今
金
町
農
業

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
委
員
に
幻
歳
の
若
さ
で
初
当
選
、

今
金
町
選
挙
管
理
委
員
会
制
以
来
、
平
成
5
年
か
ら
は
会
長
に

8
2
1
0
1
1
1

総

選
任
さ
れ
現
在
に
至
る
ま
で
通
算

料

8
期
辺
年
に
わ
た
り
、
農
業
委
員

忠
小来

会
の
円
滑
な
運
蛍
と
農
地
行
政
、

制

農
業
後
継
者
の
脊
成
、
農
業
後
継

来

者
の
花
嫁
対
策
な
ど
に
卓
越
し
た

お

指
導
力
で
般
極
的
に
取
り
組
む
と

(6) 

し
め
や
か
に
今
金
吋
農
業
委
員
会

会
長
故
坂
本
え
光
氏
を
偲
ぶ

• • 
た
。
明
治
犯
年
児
童
の
増
加
に
伴

い
第
日
利
別
教
育
所
と
し
て
開
設

さ
れ
、
大
正
4
年
第
叩
利
別
尋
常

小
学
校
と
し
て
認
可
と
な
り
、
学

校
長
後
藤
寅
之
助
氏
が
金
原
校
と

の
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

大
正
日
年
、
村
経
済
の
関
係
上

止
む
を
得
ざ
る
事
情
で
第

ω利
別

尋
常
小
学
校
が
廃
止
さ
れ
金
原
校

と
併
合
さ
れ
ま
し
た
が
、
児
童
達

は
通
学
は
し
た
け
れ
ど
も
冬
期
聞

は
欠
席
が
ち
と
な
り
、
そ
の
後
、

村
会
議
員
の
南
川
松
、
栄
氏
が
部
蕗

の
事
情
を
よ
く
説
明
し
、
昭
和
7

年
猛
正
志
尋
常
小
学
校
と
し
て
再

び
開
校
し
、
昭
和
凶
年
笠
田
校
に

高
等
科
併
出
と
な
り
、
豊
田
尋
常

高
等
小
学
校
と

な
り
ま
し
た
。

昭
和
幻
年
豊

田
中
学
校
が
併

置
さ
れ
、
小
学

校
3
名
、
中
学

校
2
名
の
教
員

配
置
と
な
り
、

学
校
行
事
の

際
、
校
歌
な
き

に
不
使
を
感
じ

加
藤

秀
夫
作

詩
、
吉川
総
長

一

郎
作
曲
に
て
校

豊
田
小
学
校
沿
革

明
治
町
ω
年
、
西
国
、

津
田
両
氏

の
入
殖
剖
画
の
努
力
に
よ
り
い
入

植
者
が
湘
加
し
、
政
事
事
務
所
の

一
附
に
仮
教
育
所
を
設
け
、
津
田

惣
三
郎
を
教
師
と
し
て
寺
小
屋
教

育
が
始
め
ら
れ
、
明
治
町
出
年
に
は

児
童
が
増
加
し
、
仮
教
育
所
の
開

設
を
郡
投
場
に
届
け
と
維
持
を
願

っ
た
。
し
か
し
金
原
通
学
区
で
あ

る
た
め
そ
の
請
願
が
聞
き
入
れ
ら

ず
、
遠
距
離
で
あ
る
こ
と
、
更
に

冬
期
の
積
雪
等
通
学
不
便
で
困
っ

て
い
た
時
、
時
の
郡
長
古
賀
為
次

郎
氏
(
二
代
目
)
が
色
々
奔
走
し
、

特
別
教
育
所
と

し
て
、
明
治
初

年
正
式
認
可
を

受
け
、
初
代
校

長
と
し
て
津
田

惣
三
郎
氏
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
引
年
に

は
、
新
校
舎
建

築
に
あ
た
り
経

費
は
す
べ
て
が

部
落
寄
付
で
建

設
し
日
坪
の
校

舎
を
新
築
し

と
も
に
、
本
町
段
業
の
将
来
の
指

針
と
な
る
べ
き
農
業
振
興
計
画
樹

立
の
提
言
に
献
身
的
な
努
力
を
さ

れ
、
特
に
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
る
軟

白
長
ネ
ギ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
等
の
導

入
に
全
力
を
傾
注
さ
れ
、
こ
の
幾

多
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平

成
4
年
日
月
、
今
金
町
功
労
者
表

彰
、
平
成
7
年
全
圏
構
造
政
策
推

進
功
労
賞
、
本
年
の

2
月
叩
日
に

は、

北
海
道
知
事
よ
り

「北
海
道

産
業
貢
献
釘
」
を
授
与
さ
れ
る
な

ど
本
町
段
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
青

少
年
の
健
全
育
成
に
も
尽
力
さ

れ
、
平
成
9
年
か
ら
は
今
金
町
ス

キ
l
連
盟
会
長
と
し
て
ク
ア
プ
ラ

ザ
ピ
リ
カ
ス
キ
l
場
の
開
設
や
ス

キ
1
学
校
の
開
校
、
ス
キ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
育
成
な
ど
に
も
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

ご
遺
族
の
平
総
と
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

豊
田
山
挙
校

_ I q4 
---でつ ~. --
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歌
を
制
定
し
た
。

昭
和
必
年
3
月
に
は
、

学
校
統

合
推
進
計
画
で
笠
田
中
学
絞
が
統

合
と
な
り
、
お
年
7
カ
月
の
歴
史

を
閉
じ
ま
し
た
。

昭
和
印
年
、
木
造
校
舎
の
老
朽

化
の
た
め
、
校
舎
落
成
式
と
開
校

ω周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

平
成
3
年
か
ら
は

「子
供
鬼
能

太
鼓
」
(
郷
土
伝
統
芸
能
)
の
活
動

や
国
際
交
流
で
受
賞
す
る
。
平
成

4
年
か
ら
四
つ
薬
学
校
へ
加
入

し
、
平
成
6
年
第
必
回
全
道
へ
き

地

・
複
式
研
究
大
会
を
開
催
。
児

童
の
数
は
し
だ
い
に
減
少
し
、
平

成
川
年
3
月
に
例
年
間
の
歴
史
に

拡
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

〕ヲf〔
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町
家
族
協
定
政
業
普
及
抑
進
協

議
会
と
川
政
業
実
習
生
受
入
協
議

会
が
共
催
し

2
月
初
日
、
家
族
協

定
調
印
式
と
就
農
奨
励
証
書
の
交

付
式
が
出
席
者
の
見
守
る
な
か
、

町
民
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
印
式
は
、
満

ω歳
に
逮

し
た
経
営
者
が
後
継
者
に
経
蛍
の

移
譲
や
資
産
の
移
譲
を
行
い
、
後

継
者
が
経
済
面
に
お
い
て
も
老
後

の
生
活
を
保
証
す
る
も
の
で
す
。

平
成
山山
年
度
は
、

2
家
族
が
家

族
協
定
に
臨
み
、
鈴
金
の
中
山
一

信
さ
ん
が

一
一
泊
さ
ん
と
鈴
岡
第
一

の
幅
口
忠
男
さ
ん
が
博
隆
さ
ん
に 幅口さん親子

•••••••• 
"" ~ .. 

連携を深め

踊り、をして作晶展示

中山さん親子

喜R、

経
蛍
移
譲
す
る
た
め
の
協
定
啓
に

署
名
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
規
就
農
者
3
名
に
対

し
て
就
農
奨
励
証
書
の
交
付
と
記

念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
、
引

き
続
き
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
新
た

に
出
業
に
挑
む
若
い
就
段
者
を
激

励
し
て
い
ま
し
た
。

新
規
就
農
者
を
紹
介
し
ま
す
。

(
敬
称
略
)

克
明
(中
種
川
)

隆
司
(
下
ト
マ
ン
ケ
シ
)

収
(
日
進
)

。
村
上

。
菅
原

。
木
俣

， 

リヌムカJIIに
パパンと升護を語唇

優秀按能者を表彰

朗ーさん

健ーさん

桜井

水野

(t • 町
主
催
の
「
健
康
ふ
れ
あ
い
講

演
会
」
が

3
月
4
目
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
約

1
2
0名
が
参
加
し
て

聞
か
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
講
談
師
の
田
辺

さ
ん
よ
り
実
体
験
を
も
と
に
し
た

介
銀
問
題
を
テ

l
マ
と
し
た

「
鵠

英
ち
ゃ
ん
の
修
縦
抑
制
介
畿
日
記
」

が
迫
力
満
点
に
披
露
さ
れ
、
さ
ら

に
介
護
に
つ
い
て
改
め
て
訪
れ
た

人
を
関
心
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

町
民
の
方
々
に
福
祉
に
対
す
る

意
識
啓
発
と
理
解
を
深
め
、
こ
れ

か
ら
の
手
助
け
に
な
る
こ
と
を
駁

い
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

今
金
川
青
年

・
婦
人
合
同
文
化

祭
が

3
月
7
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

背
年
と
婦
人
団
体
協
議
会
の
研

修
報
告
や
介
慾
保
険
制
度
に
つ
い

て
の
説
明
が
行
わ
れ
作
品
展
示
で

は
各
婦
人
団
体
か
ら
帽
子
、
張
り

絵
、
押
し
花
な
ど
、
青
年
団
体
か
ら

は
、
そ
ば
作
り
の
体
験
の
レ
ポ
ー

ト
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
発
表
交
流
会
で
は
、
歌
や

踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
不
用
品

¥

即
売
会
や
お
茶
会
な
ど
も
催
さ
れ

会
場
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

合
同
文
化
祭
は
、
青
年

・
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
が
お
互
い
に
連

携
な
ど
を
深
め
よ
う
と
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

『舎、豊かさの申で
~町づくりの原点とI~-n展正矯金.011‘ 
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槍
山
地
方
職
業
能
力
開
発
協
会

で
3
月

9
目、

優
秀
技
能
者
等
表

彰
式
が
江
差
町
で
行
わ
れ
本
町
よ

り
2
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
受
賞
さ
れ
た
、

w
松
井
朗

一
さ
ん
は
神
社
仏
関
ま
で
、
先
人

の
技
能
を
継
承
し
つ
つ
、
後
進
の

指
導
や
育
成
に
努
め
ら
れ
た
の
が

認
め
ら
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

水
野
健

一
さ
ん
は
、
身
に
つ
け

た
伎
能
を
持
っ
て
技
能
士
資
格
を

取
得
し
、
社
会
奉
仕
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
活
動
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た。

社
会
福
祉
法
人
合
金
福
祉
会
に

変
わ
り
ま
し
た

今
ま
で
法
人
名
称
と
施
設
名
称
が
同
じ
で
あ
っ

た
「
豊
寿
園
」
が
運
営
と
組
織
強
化
を
図
る
た
め
、

社
会
福
祉
法
人

「血
長
寿
闘
」
が
新
し
く
社
会
福
祉

法
人

「
今
金
福
祉
会
」
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
施
設
名
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
世

寿
園
」
は
従
来
と
同
じ
名
称
で
す
。

¥ . • 今
金
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
と

光
の
里
学
園
共
催
の
福
祉
講
演
会

が

3
月
日
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

福制講演会(全国刑務所作業製品展示即売会)

矯
正
展
は
、
矯
正
施
設
の
刑
務

作
業
に
お
け
る
職
業
訓
練
や
一
般

作
業
に
従
事
し
て
い
る
受
刑
者
が

1
日
も
早
く
社
会
復
帰
を
目
指

し
、
日
々
習
得
し
た
技
術
を
生
か

し
て
作
り
上
げ
た
製
品
を
広
く
社

会
に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

ロ
レ

品ヲ
E
n
H

l
、

日

時

5
月

8
日

(
土
)
・
9
日
(
日
)

午
前

9
時

1
午
後
4
時

2
、

場

所

今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

3
、
展
示
即
売
口
叩

木
工
(
家
具
類

・
ま
な
板
等
)
、

(8) 

八束婦人会による
サザエさん→

函館公共職業安定所職員の4・

5月の派遣日は、次のとおり とな

ります。

+4 月 7 日 13時~ 1 7時

B 日 9 時~ 12時

+ 5 月 6 日 13時~ 1 7時

7 日 9 時~12時

.北槍山職業相談室

84-5724 

聞
か
れ
、
講
師
に
松
村
俊
昭
さ
ん

を
招
き
約

ω人
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
高
齢
社
会
に
向

け
、
高
齢
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
若
い
人
に
任
せ
な
い
で
頑
張
る

こ
と
や
、
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ

と
が
財
産
に
な
る
な
ど
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

松
村
さ
ん
は
昭
和

ω年
に
は
今

金
中
学
校
英
語
教
師
も
歴
任
さ

れ
、
昭
和
回
年
出
家
し
、

5
年
後

正
党
寺
の
住
職
を
継
ぎ
北
海
道
地

域
起
し
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

印
刷
(
便
築
セ
ッ
ト
等
)
、
洋
裁

(
枕
等
)
、
金
属
(
花
台
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
等
)
、
革
工
(
財

布
等
)
、
そ
の
他
(
味
憎

・抑
制
油
)

4
、
そ
の
他

ビ
テ
オ
放
映

「生
き
が
い
は
塀

を
越
え
て
」
他

。
お
問
い
合
わ
せ

役
場
町
民
税
住
民
運
動
係

8
2
o
i
l
l
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合
護
保
餓
制
度
つ
て
な
に
?

①
介
護
保
険
制
度
は
平
成
ロ
年
4

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

②

ω歳
に
到
達
し
た
時
点
か
ら
全

員
が
加
入
と
な
り
ま
す
。

③
保
険
料
の
算
定
方
法
や
介
護
保

険
で
の
サ
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

内
容
が
異
な
る
こ
と
か
ら
第
1
号

被
保
険
者
と
第
2
号
被
保
険
者
の

2
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

(表
参
照
)

-
特
定
疾
病
と
は

i

初
老
期
の
痴
呆
、
脳
血
管
疾
患

(
脳
出
血
・
脳
梗
塞
等
)
、
糖
尿
病

性
関
連
疾
患
慢
性
関
節
リ
ウ
マ

チ
、
骨
粗
野
松
症
に
よ
る
骨
折
な
ど

老
化
が
起
因
す
る
疾
病
で
す
。

-
要
介
護
と
は

i

身
体
上
も
し
く
は
精
神
上
の
障

《第 1号被保険者と第2号被保険者の比較》

ti'¥ 1号世間険者 第 2号被保険者

年齢対象亡事 .65歳以上の人 40歳以上65歳未満で、医時保険

に加入している人

介政保険料 所得段階に応じて今金町が設定 。それぞれ加入している医時保険

します。 の算定方法に基づき設定されます。

介謹保険料 年金畳給額が年18万円以上白人 加入している医療保険料と一括

の支払力組、 は年金から天引きとなります。 して主払いします。

"1金受給制が年18万円以下白人

や天引きが禁止されているfZ古勾

金や遺族年金受給古は今金町が也

接聞収します.

介護保険の 寝たきり 醐果等で入浴排世 厚生古田指定する老化に伴う特

給付が畳け 食 F等の円常生活動作において時 定の暁荊1，'似国で介護が必盟とな

られる対象 に介坦が必要な人。 った人。

古 京放や身支度等白日 市生活にお

いて立援が必堕な人。

介護認定審査会において「聾宣握J&び 「要介護」と判定された者• 

， 

• 
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お

け
る
基
本
的
動
作
(
入
浴
、
排
池
、

食
事
な
ど
)
の
全
部
ま
た
は
一
部

に
つ
い
て
介
護
が
必
要
と
見
込
ま

れ
る
状
態
を
要
介
護
と
い
い
ま

す。-
要
支
援
と
は

i

身
体
上
も
し
く
は
精
神
上
の
障

害
が
あ
る
た
め
に
日
常
生
活
を
行

う
の
に
支
障
が
あ
る
と
見
込
ま
れ

る
状
態
を
要
支
援
と
い
い
ま
す
。

要
支
援
ま
た
は
要
介
護
と
判
定

さ
れ
た
人
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
要
支
援
と
判

定
さ
れ
た
人
は
在
宅
サ
ビ
ス
を

要
介
諮
と
判
定
さ
れ
た
人
は
在
宅

サ
ー
ビ
ス
か
施
設
入
所
か
を
選
択

で
き
ま
す
。

自
立
と
い
う
判
定
が
出
た
人
は

介
護
保
険
の
サ
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
が
今
金
町
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
判
定
の
方
法
や
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
受
け
方
に
つ
い
て
は

来
月
号
か
ら
の
広
報
で
随
時
掲
載

い
た
し
ま
す
。
ま
た
地
域
等
で
説

明
会
の
開
催
も
随
時
い
た
し
ま
す
。

古
お
問
い
合
わ
せ
や
説
明
会
の
開

催
に
つ
い
て
は
総
合
福
祉
施
設
内

「
と
し
べ
つ
」
介
護
保
険
係
ま
で

8
2
1
2
7
8
0
 

~瀬棚町'" '"北槍山町'" '"八雲町~

春(/)哲琴f担E完全2722情塑!! 春だ桜だ水仙だ ~町営おぼこ荘~

6春-U4毛J蹴国産揖レUテJ叩ニ、ス丸コ山ー首ト7W4同月乙l〈日小(木)ノ乞 玉川公園水仙まつり 《静かな山峡の町営温泉》

申二日#本球宜場医軍テ1号ー車ス野時子トコーナ月ーも日充実) 圃・場円時自己//玉5月IIM9¥岡日 ((北円槍)山午川前]字9丹時羽I~) 四季折々に変わる露天風呂。 新緑

棚町郷土資料館 4月29日(木) そ2風にii名古水仙たちに固まれ を見ながらの露天風日は格別。
也安心手軽にマリンスポーツを体験できる を家族や仲間と楽しく 口料金
B&G海洋センター艇庫 5月5日(ホ) か。 ふ

骨キッチンートイレ付きのおしゃれなケビンが人気 オ主盟生放送 大人 八人(中学生)中人 小人
青世年旅行村 4月24日(土) ス八遊覧E 日帰り入出 360円 310円 150円無 料

民ケビンの予約受付は4月l日から 0ー00円、 小学生1000円) 宿 泊 59旧日円 5800円 5380円4850円
-予約お問い合わせは まき Oお問い合わせ予約は
①@告瀬棚町教育委員会社会教育課BOI378-7-3322 せ/北槍山IIIT観光協会 ， 
4瀬棚町商工観光課BOI訂843311 801378 4 5406 「町首おぼ」荘J801376-3-3123へ

~長万部町'" '"熊石町'" '"大成町~

.写万部山の山開き・ 24万月平2方4日?ト『ル熊の石広休大養な村グ』リ ・温泉紹介
内浦湾を一望して、身体をリフレ 3 メて 一 秘湯「湯とぴあ臼別」

ッシュしてみませんか。下山後には、ンフィールド 1:r国民宿舎ひらたな 古くから「ランプの湯の宿」として
ジンギスカンや催し物を予定してい い荘」を核として、道内でも有数のキ 親しまれてきた“臼別温泉が装いも
ます。みなさんの参加をお待ちして ヤンフ。場「青少年旅行村」、心と体十ど 新たに変身H

おります。 一リラックスさせる 「アワビの湯」、 r7'- 春夏の緑はもちろん、秋の紅葉の
。開催日 5月5日(水) ースコート」で気分リフレッシュ、子 美しさも楽しめる「湯の里」として評

午前 9時より受付 どもの歓声が楽しい 「子供の匡IJrち判です。
。場所 写万部山 やぷちゃぷ公園」などが整備されて ・場所 大成町字宮野

ハイキングコース(宇共立) いま す 。 ( 国 道 沿 い に 看 板 あ り )
。参加料 500円程度 子どもからおじいちゃん・おばあ瞳入浴料 無料
《お問い合わせ先》 ちゃんまで家族みんなで熊石へGO! I お心のある方には清掃協

共立小学校 。お問い合わせ 力金として100円頂いてお

]リドー凡変涜ネットワーヲ帽想躍進協議芸陪報]ーナー

801377-2 -4823 役場水産商工製観光係 (2-3111) ります)・・・.........................................................
-E-Iel' 4月1目高齢者の患者さんの

負担額が蜜わります

(10) 

ご
刷
用
下
き
い
!

今
金
町
保
健
福
祉
カ
イ
ド

今
金
町
に
は
在
宅
で
生
活
し
て

い
る
、
お
と
し
よ
り

・
身
体
に
障

害
が
あ
る
方
々
が
い
き
い
き
と
自

立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
支
援
す
る
、
い
ろ
い
ろ

な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
今
金
町

保
健
福
祉
カ
イ
ド
ブ

ツ
ク
が
出
来
ま
し
た
。

今
金
町
で
利
用
で

き
る
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
制
度
に
つ
い

て
内
容

・
料
金

・
申

し
込
み
方
法
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て

い
ま
す
。
「
今
金
町

保
健
福
祉
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
は
総
合
福
祉

施
設

「
と
し
べ
つ
」

や
役
場
玄
関
横
に
置

い
て
い
ま
す
の
で
、

ζ

自
由
に
お
持
ち
帰

り
下
さ
い
。

お
越
し
い
た
だ
く

の
が
大
変
な
方
は
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

• • 

タ
ー
ま
で
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
・
2
2
7
8
0

住吉自治会(伊藤正行会長)で 2月28日地区のお

じいち ゃんやおばあちゃんが講師となってそば作り

が行われました。

0老人保健制度加入者の皆さんの診療に関する一部

負担金が下記のとおり変更になります。

-外来の場合

1日につき 500円→ 530円

• 
ただし、同ーの医療機関に 1月に 5日以上通院し

た場合は、その月の 5日目以降の通院については無

料となります。(薬剤lに関する一部負担金はお支払い

ただきます。)

地域振興券交付申請を

受け付けています

お早めに申請してください。

。申請場所 今金町役場

。お問い合わせ 2-0111 • • 

-入院の場合

1日につき 1，100円→ 1，200円

※市111]村民税非課税の世帯に属する方等で老齢福祉

年金を受給している方については、 1日につき500

円に減額されます。

※市町村民税非課税の世帯に属する方等については、

1月の負担上限が35，400円に減額されます。

〕-1
 

〔



美
利
河
の
思
い
出

美
利
河
小
5
年

村
上
は
る
か
さ
ん

私
は
、
美
利
河
で

1
年
間
、
宮

越
さ
ん
で
暮
ら
す
事
に
な
り
ま
し

た。
初
め
て
学
校
に
行
く
と
、
丸
山

さ
ん
の
奈
都
ち
ゃ
ん
と
悠
以
ち
ゃ

ん
が
、
絵
を
書
い
て
い
る
と
き
に

友
達
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
は
、

森
先
生
で
し
た
。
私
は
、
た
ま
に

夏
休
み
に
、
美
利
河
に
来
て
ま
し

た
。
木
材
先
生
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の

担
任
だ
か
ら
、
少
し
知
っ
て
い
ま

し
た
。
今
度
か
ら
、
朝
自
習
が
入

っ
て
、
漢
字
テ
ス
ト
で
し
た
。
始

め
の
理
科
は
、
べ
つ
こ
う
ア
メ
を

作
り
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
こ
げ
て

失
敗
し
ま
し
た
。

一
番
心
に
残
っ
た
行
事
は
、
今

金
で
の
音
楽
交
飲
会
で
す
。
私
た

な
か
っ
た
し
、
下
ま
で
下
り
る
の

に
1
時
間
半
く
ら
い
か
か
っ
て
下

り
て
来
て
い
た
け
ど
、
今
は
先
生

達
に
お
し
え
て
も
ら
っ
て
、
い
ち

お
う
全
部
の
コ

l
ス
を
す
べ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

1
年
間
だ
け
だ

っ
た
け
ど
、
美

利
河
で
く
ら
し
た
l
年
は
、
と

っ

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

美
利
河
の
み
な
さ
ん
、
先
生
が

た
、
丸
山
さ
ん
の
お
じ
さ
ん
、
お

ば
さ
ん
、
し
よ
う
ち
ゃ
ん
、
長
い

1
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
さ
よ
う
な
ら
。

ち
は
合
唱
で
、
「友
達
だ
か
ら
」
を

歌
い
ま
し
た
。
合
奏
は
、
私
の
好

き
な
、
「
魔
女
の
宅
急
便
」
で
し

た
。
心
の
中
で
、

「ま
ち
が
っ
た

ら
、
ど
う
し
よ
う
」
と
思
い
ま
し

た
。
だ
け
ど
、
合
唱
も
合
奏
も
う

ま
く
行
き
ま
し
た
。

美
利
河
の
み
な
さ
ん
、
宮
越
さ

ん
1
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。私

は
、
札
幌
に
行
っ
て
も
が
ん

ば
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

な
ら
。

さ
よ
う

美
利
河
の
思
い
出

美
利
河
小
5
年

溝
田

悠
以
さ
ん

私
は
、

1
年
間
ピ
リ
カ
で
く
ら

し
ま
し
た
。

た
ん
任
の
先
生
は
、
森
先
生
で

し
た
。

1
日
目
の
勉
強
は
、
国
語• 

t 

• 

3
年
間
の
思
い
出

美
利
河
小
5
年

塚
谷
善
介
く
ん

ぼ
く
は
、
美
利
河
に
来
て
は
じ

め
て
会
っ
た
人
は
、
宮
越
さ
ん
で

し
た
。

l
年
目
の
里
親
の
人
で

す。
宮
越
さ
ん
の
家
で
は
、
お
い
し

い
物
ば
っ
か
り
食
べ
る
の
で
、
お

か
し
な
ん
か
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い

で
食
べ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

学
校
は
、
ほ
と
ん
ど
キ
ッ
ク
ベ

ー
ス
が
は
や
っ
て
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
よ
く
練
習
を
し
ま
し
た
。

2
年
目
は
、
里
親
が
宗
像
さ
ん

に
か
わ
り
ま
し
た
。
よ
く
、
丸
山

さ
ん
家
に
遊
び
に
行
っ
た
り
、
牛

舎
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
川
に
行

っ
た
り
と
、
た
く
さ
ん
自
転
車
を

使
い
ま
し
た
。
ビ
ー
ダ
マ
ン
で
も

よ
く
遊
び
ま
し
た
。

3
年
目
は
、
ド

ッ
チ
ボ

l
ル
が

は
や
っ
て
い
て
、
ぼ
く
の
チ
ー
ム

は
大
会
で
優
勝
し
た
り
し
ま
し

た。

も
算
数
も
理
科
も
社
会
も
、
ほ
と

ん
ど
遊
び
な
が
ら
の
勉
強
で
、
と

っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
国
語

は
漢
字
ビ
ン
ゴ
を
や
っ
て
、
そ
し

て
理
科
で
は
わ
た
あ
め
を
作
り
ま

し
た
。
小
さ
な
ビ
ー
ル
の
空
き
カ

ン
に
モ
ー
タ
ー
が
つ
い
て
い
て
、

中
に
さ
と
う
を
い
れ
て
、
ア
ル
コ

ー
ル
ラ
ン
プ
で
あ
ぶ
り
な
が
ら
回

し
て
い
る
と
、
ふ
わ
ふ
わ
の
わ
た

あ
め
が
出
て
き
て
、
と
っ
て
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
し
い
た
け
、
な
め
こ

さ
い
ば
い
も
や
り
ま
し
た
。
丸
山

さ
ん
が
来
て
、
作
業
の
し
か
た
を

お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。
し
い
た

け
と
な
め
こ
の
き
ん
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
木
に
と
ん
か
ち
を
使
っ
て

う
ち
つ
け
ま
し
た
。
私
は
、
初
め

て
や
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で

す
。
だ
け
ど
、
来
年
に
な
ら
な
け

れ
ば
と
れ
な
か
っ
た
の
で
、
去
年

の
人
逮
が
作
っ
た
し
い
た
け
を
と

っ
て
、
た
く
さ
ん
の
し
い
た
け
を

も
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

そ
の
次
に
、
水
仙
口

l
ド
レ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は

3
M
を

走
り
ま
し
た
。
毎
日
毎
日
、
走
る

練
習
を
し
て
い
た
け
ど
、
ほ
ん
ば

ん
は
ビ
リ
か
ら
4
位
く
ら
い
で
し

た。
釣
り
も
し
ま
し
た
。
ル
ア

l
釣

り
で
は
、
な
か
な
か
釣
れ
な
か
っ

た
け
ど
、
最
後
の
日
で
や
っ
と
ギ

ン
ゲ
ヤ
マ
メ
が
釣
れ
ま
し
た
。
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド
も
集
め
た
り

し
ま
し
た
。
お
金
を
合
わ
せ
る

と
、
1
万
円
以
上
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

今
年
は
、
い
つ
も
の
年
よ
り
と

て
も
ス
キ
ー
が
じ
よ
う
た
っ
し
ま

し
た
。
ス
キ
!
大
会
で
も
回
転
で

1
位
に
な

っ
た
し
、
歩
く
ス
キ
!

大
会
で
も
銀
メ
ダ
ル
を
と
り
ま
し

た
。
ほ
く
自
身
、
今
年
は
な
ん
だ

か
気
合
が
入
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す。
美
利
河
の
み
な
さ
ん
、
3
年
間

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し

た
。
さ
よ
う
な
ら
。

4・・.. 
L 
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(平成B年10月27日生まれ)

南栄町小林洋伸さん、佳奈子さんの長女

【親から1
そこぬけで元気で人見知りしらずの立

の干です。

最近は野猿の大ファン毎日歌って

踊って私たちを楽しませてくれます。

こんな私ですがみなさんよろしくネェ

‘工藤

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

そ
の
次
に
、

フ
の
人
に
招
待
し
て
も
ら
っ
て
、

海
づ
り
に
行
き
ま
し
た
。
最
初
は

全
然
つ
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
あ
と

か
ら
2
ひ
き
も
つ
れ
ま
し
た
。
海

が
き
れ
い
で
魚
が
た
く
さ
ん
見
え

て
い
る
の
に
な
か
な
か
つ
れ
な
く

て
、
く
や
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
次
に
は
、
ダ
ム

l
周
ハ
イ

キ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
か

ら
コ

l
カ

l
卜
乗
り
場
の
近
く
ま

で
み
ん
な
と
歩
き
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
ま

し
た
。そ

れ
に
カ
ニ
カ
ン
登
山
も
や
り

ま
し
た
。
お
は
ら
い
を
し
て
も
ら

っ
て
か
ら
歩
き
は
じ
め
る
と
、
急

な
坂
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

ω分

の
3
ぐ
ら
い
の
ぼ
っ
た
だ
け
で
く

た
く
た
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
色
々
な
行

事
を
や
っ
て
私
が

一
番
た
の
し
み

に
し
て
い
た
、
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー

合
宿
も
や
り
ま
し
た
。
私
は
ス
キ

ー
を
や
る
の
は
初
め
て
だ
か
ら
、

と
っ
て
も
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し

た
。
ス
キ

l
板
を
も
っ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
買
い
に
行
っ
て
、
午
後

か
ら
丸
山
さ
ん
の
し
よ
う
ち
ゃ
ん

と
、
奈
っ
ち
ゃ
ん
と
す
べ
り
に
行

• • 
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き
ま
し
た
。
奈
っ
ち
ゃ
ん
は
最
初

か
ら
上
手
で

1
人
で
す
ら
す
ら
す

べ
っ
て
い
た
け
ど
、
私
は
わ
る
い

坂
を
登
る
事
も
く
ろ
う
し
て
い
ま

し
た
。
だ
け
ど
、
し
よ
う
ち
ゃ
ん

に
お
し
え
て
も
ら
っ
て
だ
い
ぶ
上

手
に
な
っ
た
の
で
、
1
回
だ
け
リ

フ
ト
に
乗
っ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー

ス
を
す
べ
り
ま
し
た
。
だ
け
ど
、

途
中
か
ら
あ
ま
り
に
も
急
に
見
え

て
1
回
タ
ー
ン
す
る
た
び
に
こ
ろ

ん
で
し
ま
っ
て
、
奈
っ
ち
ゃ
ん
は

2
本
す
べ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
私

は
半
分
ぐ
ら
い
し
か
す
べ
っ
て
い

かずさ

和樹ちゃん

(平成B年11月初日生まれ)

南町工藤明さん、さおりさんの長男

【親から】

おしゃべりで 歌を歌うのが大好きな

和樹です。ギンガマンが好きでいつも剣

を持ってギンガマンご っこをして遊んで

いるポクですがこれからもよろしくネ。
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ち

こ

わ

ら

ね

こ

ZM宮

山

乳

く

さ

き

嬰

の

よ

く

笑

ひ

猫

柳

今

村

由

井

子

会

ぽ
ん
ば
い

つ

司
d

盆

梅

の

ふ

く

ら

み

し

こ

と

告

げ

た

く

て

杉

本

あ

い

品

川

司

も

ち

ひ

と

つ

か

い
や

別

名

さ
く
ら
餅

一
つ

で

疲

れ

癒

し

け

り

芳

賀

あ

き

え

利

d
h
v
J
2
h

，K
〉
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k
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P

3
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間

畳

早

川

引

の

中

小

許

を

パ

ス

駅

に

伊

藤

翠

女

…

ふ

あ

ね

は

る

ど

れ仙
り

ガ

ラ

ス

拭

く

姉

さ

ん

か

ぶ

り

春

隣

佐

藤

朝

子

世

汁

え
い
ぞ

5

g
ゅ

ヨ

じ

し

っ

た

し

が
つ

ば

か

{

映

像
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球

児

叱

略
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四
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馬

鹿

阪

井

み

え

み
ず
ぬ
る
ぴ
し
よ
う
じ
よ
お
お
ま
ち
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(重点目標)

回図面回
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然

・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や

学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ

て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第269号

町
行
政
の
中
に
は
様
々
な
委
員

会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の

一
つ

と
し
て
社
会
教
育
委
民
会
(
委
員

十
二
名
)
が
あ
り
、

町
民
の
戸
を

広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を

行

っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
年
度

寸
1
1」

は
、
幼
少
年
部
会
と
成

一

-

一
年
部
会
の
二
部
会
を
設

一り

ヤ

一
け
、
そ
れ
ぞ
れ
当
面
の

一(

ゆ

一
テ
l
マ
を
『
家
庭
教
育

「
ー
活

一
充
実
の
た
め
の
子
育
て

↑害

陸

一
層
へ
の
支
援
方
策
に
つ

一
は

全

い
て
』『
婦

人

戸

高
齢

一言

輯

一
者
間
の
団
体
活
動
充
実

一

1
育

一
の
た
め
の
方
策
に
つ
い

一員

鍬

一
て
』
と
設
定
し
霊
晴
、

一量

主

一
活
動
を
進
め
て
き
ま
し

一

一

た
。
幼
少
年
部
会
で
は

「
|
|
し

更
に
乳
幼
児
期
、
児
童

期
、
中
学
生
期
の
年
代
層
に
区
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
即
し
た

子
育
て
支
援
方
策
を
探
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
本
年
度
は
、
現
在
の

中
学
生
が
お
か
れ
て
い
る
現
状
に

つ
い
て
、
生
活
菌
、
学
習
面
、
健

康
体
力
面
、
意
識
や
晴
好
な
ど
帽

広
く
今
金
中
学
校
と
の
意
見
交
換

を
行
い
、
指
導
現
場
や
日
頃
生
徒

に
接
し
て
い
て
感
じ
る
地
域
、
家

庭
で
抱
え
る
綴
々
な
淑
題
に
つ
い

て
、
ま
た
、

地
域
ぐ
る
み
で
支
え

る
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
議
論
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
成

年
部
会
で
は
、
過
疎
化
、
高
齢
化

の
進
行
で
、
困
難
さ
が
予
想
さ
れ

る
団
体
活
動
の
あ
り
方
を
探
る
た

め
、
婦
人
団
体

・
老
人
ク
ラ
フ
連

合
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
が
抱
え
る
課
題
や

活
動
状
況
な
ど
の
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
平
成
十

一
年
度
以
降

も
社
会
教
育
委
員
会
で
は
、
種
々

の
関
係
機
関

・
団
体
等
と
の
意
見

や
情
報
交
換
の
機
会
を
設
け
、
そ

れ
を
基
に
町
民
の
ニ

l
ズ
や
課
題

解
決
の
方
策
を
審
議
し
、
本
町
の

社
会
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
を
採
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
併
せ
て
、
委

員
会
の
活
動
状
況
や
そ
の
時
々
の

話
題
を
社
会
教
育
だ
よ
り
の
紙
面

よ
り
発
信
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

， 
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ど
う
も
こ
の
頃
か
ら
だ
が
重
く

だ
る
い
と
か
、
冬
場
の
運
動
不
足

の
つ
け
が
回
っ
て
き
て
い
る
あ
な

た
こ
の
春
か
ら
ウ
ォ

l
キ
ン
グ

を
始
め
て
は
ど
う
で
す
か
!

車
社
会
と
な
っ
た
現
代
、
健
康

管
理
の
た
め
歩
く
こ
と
が
見
直
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
都
会
よ
り
も

田
舎
ほ
ど
歩
か
な
く
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
は
、
道
具
が
な

く
て
も

一
人
ひ
と
り
の
ぺ

l
ス
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。
初

分
以
上
の
歩
行
で
、
効
率
よ
く
脂

肪
を
燃
や
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

耗
し
、
隠
れ
た
肥
満
の
解
消
に
も

つ
な
が
る
そ
う
で
す
。

す
で
に
、
町
内
で
も
早
朝
や
夕

方
に
そ
れ
ぞ
れ
が
マ
イ
ペ
ー
ス
で

歩
い
て
い
る
方
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
教
育
委
員
会
で
は
、
も
っ
と

多
く
の
方
々
に
普
及
し
よ
う
と
、

園亘EzaEEE菌防EヨE司書重量ヨ'9~語'm宣~

本m[の体育協会に加盟している団体は20団体で、それぞれ

の分野で活動しております。入会希望の方は、また詳しいこと

については、各団体連絡責任者まで。

問
い
合
わ
せ
は
、

一
一
ー
三
四
八
八

ふ番喜~害J鍾⑫

こ
ね
鉢

で
し
た
。
そ
の
製
作
方
法
は
、
臼

を
製
作
す
る
時
の
よ
う
に
樹
幹
の

上
側
の
木
口
を
く
り
ぬ
く
の
で
は

な
く
、
縦
に
半
割
り
に
し
た
面
を

く
り
ぬ
い
て
仕
上
げ
ま
す
。

米
が
主
食
に
な
る
の
は
大
正
後

期
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
そ

ば
や
う
ど
ん
、
硯
川
鈴
撃
や
か
ぼ
ち

ゃ
の
団
子
類
は
日
常
に
限
ら
ず
、

年
中
行
事
や
来
客
時
の
食
べ
物
で

も
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て、

こ
ね
鉢
は
、
ど
こ
の
家
庭
に
も
必

要
な
調
理
用
具
で
し
た
。

写
真
は
、
美
利
河

・
佐
々
木
与

助
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

〈文化財綴訪34)

木
を
く
り
ぬ
い
て

作
る
大
き
な
鉢
で
、

主
と
し
て
、
そ
ば
・

う
ど
ん

・
団
子
な
ど

を
こ
ね
る
の
に
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
こ
ね

鉢
は
、
農
家
の
場
合

ほ
と
ん
ど
自
家
製
作

レ
ッ
ス
ン
で
流
す
汗
に
背
春
が

さ

勺

き
ら
め
く
船
木
紗
良
さ
ん
(
凶
歳
)

む

え

と
萌
衣
さ
ん
(
日
歳
)
の
姉
妹
(
東

町)。

二
人
が
バ
レ
エ
を
始
め
た
の

は、

9
年
前
。
今
も
指
導
を
い
た
だ

い
て
い
る
岡
田
先
生
(
函
館
市
在

住
)
と
出
会
い
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

が
で
き
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

二
人
と
も
体
を
動
か
す
こ
と
が
大

好
き
で
、
ス
ポ
ー
ツ
感
覚
で
始
め

た
バ
レ
エ
に
今
で
は
す
っ
か
り
ぞ

っ
こ
ん
。
特
に
バ
レ
エ
へ

の
思
い

を
強
く
し
た
の
は
、

一
九
九
七
年

の
夏
。
モ
ス
ク
ワ
の
ボ
リ
シ
ヨ
イ

バ
レ
工
学
校
で
二
週
間
の
特
別
夏

• • P

い
ま
か
ね
な
九
で
宅
探
験
隊
。

隊
員
募
集
!
(
予
告
)

教
育
委
員
会
で
は
H

い
ま
か

ね
な
ん
で
も
探
検
隊
事
業
d

を

計
画
し
て
い
ま
す
。
小
学
3
年

生
か
ら
中
学
生
を
対
象
に
、
フ

ラ
イ

・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、
乳
し

ぽ
り
、

化
石
採
集
、
砂
金
堀
り
、

ド
サ
ン
コ
乗
馬
な
ど
、
身
近
な

自
然
や
歴
史
産
業
を
題
材
と
し

た
野
外
体
験
。

学
校
を
通
じ
て
隊
員
募
集
し

ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
応
募
を
1

加問団体名 連 忠告 先 包話番号

!llf 球 連 日目 小林洋仲 (尚美mT) 2 -0940 

バレーポール専門部 尾形洋幸(寒昇) 2 -3603 

バスケッ トポール専門部 佐渡 一 宏 (U醤 IIIT) 2 -1776 

バドミントン遅!?且 西 E事 明(南栄IIIJ) 2 -2126 

ソフトテース連盟 中里英明(御影) 2 -2388 

卓 球 連 盟 宮 崎 哲 夫 ( 栄 町) 2 -0768 

世IJ 道 連 本 利 光 ( 大 和町)E皇 士百 2 -1368 I 
柔 道 連 盟 小西 備(寒昇) 2 -2727 

空手道連盟 中 村 和 正 ( 旭 町) 2 -0019 

はl 岳 d3h  2Z 津 村好見(金原 ) 2 -2894 

スキ一連盟 f芦!i¥i 良智 (金 原) 2 -2932 

陸 ヒ ク ラブ ) 1 J 崎 究(事tJ 丘) 2 -0597 I 

ソフトボール連斑 中 川 真希(南 mT) 2 -1610 

サッカークフブ 住 吉 淳(南 IIIT) 2 -2338 

ゲー トボールクフブ 山 北 幸好 (緑 111)") 2 -0965 

パークゴルフクラフ 小田島武太郎(大和mT) 2 -1322 

ピリカスノーボード愛好会 谷詰雅硲(両美urf) 2 -3659 

歩くスキークフブ 西雪清輝(末広IUJ) 2 -1836 

硬式ァニスクフブ 小池利雄(末広mT) 2 -0107 

出性 泳 協 dzb=h z 鈴 木 正 之(大和町) 2 -3489 

平成11年度今金町体育協会加盟団体一覧

私
た
ち
の
生
涯
学
習

こ
と
し
か
ら
『
へ
ル
シ

l
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
事
業
』
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
奥
ピ
リ
カ
瓶
泉
へ
向
か
う
7

キ
ロ
か
ら
9
キ
ロ
程
度
の
コ

l
ス

を
設
定
し
、
春
は
新
緑
、
秋
は
紅

紫
の
森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
歩

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

自
然
観
察
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い

を
し
な
が
ら
、
か
ら
だ
と
心
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
や
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〕AU守1
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す。
参
考
文
献
「
北
海
道
の
民
呉
」

(
北
海
道
新
聞
社
刊
行
)

季
講
習
を
受
講
し
た
こ
と
。
こ
の

経
験
が
、
こ
の
春
、
倫
山
北
高
校
、

今
金
中
学
校
を
卒
業
し
た
二
人
を

バ
レ
エ
の
道
へ
と
か
き
た
て
ま
し

た
。
紗
良
さ
ん
は
モ
ダ
ン
バ
レ
エ

を
、
萌
衣
さ
ん
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
を
目
指
し
、
大
き
な
夢
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。
「
海
外
留

学
を
経
験
し
て
、
思
師
の
岡
田
先

生
の
片
腕
と
し
て
今
金
の
子
供
達

に
バ
レ
エ
を
教
え
た
い
」

「海
外
で

も
っ
と
勉
強
し
た
い
」
と
、
ト
ゥ
シ

ュ
ー
ズ
を
見
つ
め
る
踏
を
輝
か
せ

て
い
ま
す
。
頑
張
れ
未
来
の

プ
リ
マ
ド
ン
ナ
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

町

内

4
同
V

まU
V
 

8
日
附
社
会
体
育
施
設
利
用
固

な

体
代
表
者
会
議

院

)
ω

∞

総

合

体
育
館

酷

ロ
日
目
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

番

研
修

時

ω
∞

総

合
体
育
館

針

凶
日
剛

体
育
指
導
委
員
会

問

凶

∞

総

合

体

育

館

頃

日
日
同
こ
ど
も
会
連
合
会
総
会

山町

ゆ

∞

学
習
セ
ン
タ
ー

の

は

ω
日
制

ス

ポ

ー

ツ
指
導
員
会
議

在

ゆ

∞

総

合

体

育

館

υ

凶
目
別

N
Z
友
好
協
会
総
会

・
。

ゆ

∞

学
習
セ
ン
タ
ー

で

ゆ
白
川
町
民
学
級
開
設
打
ち
合

番

わ
せ
会
議

OR
d
 

m
∞
学
習
セ
ン
タ
ー

5

m白
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

3

総
会
(
理
事
会
)

一
句，
h

ゆ

∞

総

合

体

育

館

幻
日
制
青
年
会
議
総
会

は

凶

∞

学

習

セ

ン

タ

ー

話

お
日
附

文

化
協
会
総
会

部

四
:
∞
学
習
セ
ン
タ
ー

相

お
白
州
文
化
財
保
護
委
員
会

均

日

ω
教
育
委
員
会

払

《
軍

R
V

め

7
日
到
凶
つ
業
会
総
会

心

〕

1

・
'

F3

ω
∞
学
習
セ
ン
タ
ー

t
hい



d 診~ø~日告白~
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・

キ
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H
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に
出

苑
お

梅金今献
血
の
実
施
に
つ
い
て

4
月
2
日
(
木
)
は
献
印
の
日

で
す
。
採
血
の
前
に
は
必
ず
医
師

が
診
』
裂
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

記

O
役
場
前

午
前
9
時

1
午
前
日
時
初
分

O
国
保
病
院
前

午
後
1
時

1
午
後
2
時
凶
分

。
段
協
横

午
後
2
時
ぬ
分

1
午
後
4
時
初
分

《
保
健
福
祉
献
》

健診を受けて明るい健康づくり

4~月みがUなの健:康

国
保
病
院
・
老
人
保
健
施

設
か
ら
お
願
い

国
保
病
院

・
老
人
保
健
施
設
で

は
、
入
院
患
者
さ
ん
、
入
所
さ
れ

て
い
る
方
の
清
拭
な
ど
に
使
用
す

る
綿
製
品
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す。
ご
家
庭
に
余
っ
て
い
る
も
の
、

ま
た
、
使
用
済
み
で
不
安
と
な
っ

て
い
る
綿
製
の

H

パ
ス
タ
オ
ル
、

タ
オ
ル
、
シ
ャ
ツ
H

な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
連
絡
先

国
保
病
院

8
2
0
2
2
1

老
人
保
健
施
設

8
2
1
2
7
8
0

労
災
保
険
講
習
会
の

開
催
に
つ
い
て

函
館
労
働
基
準
臨
督
署
は
、
労

働
保
険
年
度
更
新
の
時
期
に
伴
い

労
災
保
険
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
受
講
で
き
な
い
方
の
た

め
に
申
告
書
の
作
成
指
導
、
申
告

書
の
収
集
等
の
相
談
も
実
施
し
ま

す。

守
刊

U
一言

n

o労
働
保
険
、
年
度
更
新
説
明
会

日

時

4
月
日
日
(
木
)

q

υ

n
HV
ー、，内
h
U

A
U

-
-

q
U
4
1l

Aυ 

・
会

場

江

差

町

文

化
会
館

。
申
告

・
納
付
相
談
並
び
に

申
告
書
収
集
日
程

・
日

時

5
月
印
日
(
月
)

9

d

n

U

i
'
に
d

n

υ

1
1

n
u

'I

n
u
 

・
会

場

今

金

町

商

工

会

す
持
参
書
類

労
働
保
険
申
告
書
・
労
働
保
険

料
・
事
業
主
の
印
鑑
・

平
成
叩
年

度
確
定
保
険
料
算
定
基
礎
賃
金
集

計
表
(
平
成

ω年
4
月

1
平
成

u

年

3
月
ま
で
の
も
の
)

※
お
問
い
合
わ
せ

函
館
労
働
基
準
監
官
署

8
0
1
3
8
I
n
-
-
2
7
6
 

だ 聞
なさ保 E 
おい険 民

。料 年

納の ム
付 未 亘
書納 保
のが 距会
{史あ 隅
用 る納料
}朝 方めの
限は .，.....
は '品、

お 才1.

Z尽
ち め

宏 り
i守ま
:;t; -tナ

宅ん
納か
号っ
く

• 

， 

• 
4
月
初
日
ま
で
で
す
・

現 目 対 象 者 実施日 時 |間 対象地区 実施会場 fliii 考

一般住民関係

一般相I蹴 全住民 41'15日(月) 10: 00-11 : 45 全地区 総保合健福セ祉ン施タ設ー内 他(血L圧Ii制測税定毘轍査)栄接相説

一般相敵 全住民 4月12日(月) 10: 00-11: 45 H H n 

一般相説 全住民 4月19日間) 10: 00-11: 45 H H n 

一般相紋 全住民 4月26日(月) 10: 00-11: 45 " " " 

乳幼児関係

3歳児健診 生佳3躍2.3.4力月児 4月14自体) 受12付時l問 全地区 総保合健福セ祉ン施タ設ー内 躍酔寵瞳査歯科身掴体詰計圃7，器毘量陸布相量話豊相医草師40-13: 0日

股関節脱臼検診 生桂4力月児 4月20日(火) 実13施0時0間-14: 00 " 
支八雲所保随所今金 股関節X線描i影

乳児他診 生後4.7、l口、 12カ月児 4月21日(水) 受12付4時0I~Hl130日 H 総保合健セ福祉ン施タ設ー内 歯身科体計相測臨・保栄随華相棺談韻医師詰察

すくすく干育てダイヤル 就る学保護前者までの幼児のい 4 fl14日(水) 9 :00-12:00 H 総(2合福2祉7施8設0) 地話による心配事相談

妊産婦関係

妊卵細敵 妊婦の方 4月15日除1113:00-15 叩全地区続望号事空内阻州1龍栄挫相龍曲科相世

お知らせ

会妊婦相般の~施時間以降にお越しの方は、保他締まで直接お越しください.また 、 「としべつ」には保地姉と栄益士がおりますので

お気軽に柑紋下さい.

(保健編祉関l拙脱づくり 国保係)

買えない砂糖l之之回出
"・3.10 

社会福祉協議会だより
※光の里学園、盟主F闘、社会栴祉協級会への多額のζ寄付、

ご厚1まありがとうこ'ざいました.

(敬称略)

《北檎山町》 安 藤 留

河 野 英 夫 中 キf 恭 子

《今金町》 j貧 国 手口 子

山 本 、、、 ヨ 松 谷 サ ナ ヱ

大 倉 f'i 制t 金 子 正 男

=Et 1 里子 ↑w 半→ー 牧 回 栄 子

l鳴 政 光 栢l )11 品官 人 dZbコZ、

坂本路香ピアノ教室

~ー四ーーーーーーーーーーーーーー、

由急成~[j'守烏お』骨包句固白

4局盆③固邸宅Hl局8百圃窃守

(16) 

9 : 00→今金111]民センター13: 40→ 

瀬棚l着14:00 

14 : 50→今金町民センター15: 10→ 

札幌着20:00 

台乗車運賃大人片道 5. 000円

大人往復 9. 400円

子供片道 2. 500円

子供往復 4. 700円

なお、乗車について予約が必要となります。

。予約・お問い合わせ先

・北都観光 HOll (24]) 0241 

・東日本海フェリ一瀬棚蛍業所 H 7-3963

、ーーー田ーーー園田ーーーーーー-~

-札幌発

-瀬棚l発

• • 「
お
や
つ
」
と
閣
い
て
真
っ
先

に
甘
い
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
類
を

思
い
つ
い
た
方
は
要
注
意
l

こ
れ

ら
に
は
大
量
の
砂
糖
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
?
お
や
つ
は
、
大
人
で
『
噌
好

ロ叩』

的
要
素
が
あ
っ
た
り
、
力
仕

事
を
す
る
方
の
場
合
は
「
体
力
の

回
復
」
と
い
う
役
割
が
あ
り
、
子

供
で
は
成
長
に
見
合
う

「
栄
養
の

補
給
」
と
い
う
大
切
な
役
割
が
あ

り
ま
す
。

大
人
の
場
合
は
、
「

体
力
の
回

復
」
の
た
め
に
糖
分
の
他
に
蛋
白

質
や
ビ
タ
ミ
ン

・
ミ
ネ
ラ
ル
も
必

要
で
す
。
ジ
ュ
ー
ス
類
や
目
い
お

菓
子
な
ど
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
給

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
栄
養

素
を
充
分
補
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給

の
意
味
で
甘
い
お
や
つ
な
ど
を
食

べ
る
と
、
血
糖
値
が
急
上
昇
す
る

た
め

一
時
的
に
は
元
気
に
な
れ
た

よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
す
が
、
す

く
に
血
糖
値
を
下
げ
る
た
め
の
ホ

ル
モ
ン
「
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
」
が
多

量
に
分
泌
さ
れ
、
今
度
は
逆
に
血

糖
値
が
下
が
り
す
ぎ
て
脱
力
感
を

感
じ
て
体
が
思
う
よ
う
に
動
け
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
水
分
補
給
の
意
味
で
砂
糖
が

た
く
さ
ん
入
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
、
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
を
飲
む
と
、

一
時
的

に
は
喉
が
潤
い
ま
す
が
、
甘
味
の

強
い
液
体
、
泌
度
の
泌
い
液
体
は

脱
水
症
状
を
起
こ
す
作
用
が
あ
る

の
で
、
す
ぐ
に
ま
た
喉
が
乾
い
て

し
ま
い
ま
す
。

1
日
の
砂
糖
の
摂
取
限
度
量
は

大
人
で

m
i
お

g
(子
供
は
そ
の

半
分
)
で
す
。
大
き
な
ス
プ
ー
ン

で
2
1
3
杯
程
度
の
量
で
す
。
お

菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
類
に
は

1
個
食

べ
た
(
一
本
飲
ん
だ
)
だ
け
で
も

1
日
分
の
砂
糖
を
と
っ
て
し
ま
う

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ち
な
み

に
缶
コ
ー
ヒ
ー
や
ジ
ュ
ー
ス
に
は

M
1鈎
g
築
子
パ
ン
に
は
お

E
位

の
砂
械
が
入
っ
て
い
ま
す
。

糖
分
の
取
り
す
ぎ
は
、
肥
満
は

も
と
よ
り
生
活
習
慣
病
の
引
き
金

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
参
考
と
し

て
、
お
や
つ

H
お
菓
子
で
は
な

く
、
お
や
つ
H
ご
く
軽
い
食
事
と

考
え
て
、
上
手
に
お
や
つ
を
取
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

5
月
に
は
農
業
改
良
普
及
所
の

事
業
の
「
青
空
教
室
」
で
お
や
つ

の
話
を
す
る
予
定
で
す
。

保
健
福
祉
蜘
剛
健
康
づ
く
り
係

〕7
 

1
 

〔



住民の動態 ぐ今令休日当番医 。%0娘。今
84 -5321 4月4日

2月末現在82-0324 門口l
 

l
 82-0221 18日 前月対比

(ム 5) 7， 206人人口

男

女

84 -5011 

82-0057 

25日

(ム 1) 3，471人

(L， 4) 3，735}、
2，680世帯(ム 3)世帯数

午前10時から正午まで

午後 l時から 3時まで， 

二)上花石

一)高美i町

ネ右

恵

者諦
眠保

ぅ

ー

と

引

で

I月

め

ηノ“

お-つよじ

ゃ

んたお悶

2月22日(保護者

祐冶ちゃん

けいすけ

恵介ち九

篠木

1"f，ill守
種川温泉・あ-.:>たからhどの

怖湯日の愛更の宙実目らせ
仁)豊田美2月28日 (保護者

ーおくやみもうしあげます

嶋

わか U

若奈ちゃん飯山

(豊寿園)

(末広 fllT)

(末広 11fT)

86歳

73歳

2月22日

2月24日

条ーさん

村田和iIさん

~ í種川温泉」 は毎週木曜日 に定休日 と

なっており ますが、4月29日(木)は

「みどりの日」 の祝日 になりますので

通常営業します。

なお、4月26日(月)は4月29日の

振替として休湯日とします。

( 

92歳2月25日地t品ツJレヨさん

(金原宮前)

(下卜マンケシ)

(豊寿園)

48歳

100歳

56歳

3月 1日

3月12日

3月15日

久光さん

ジエさん

郁子さん

坂本

川崎

安藤~íあったからんど」は 5 月 6 日(木)

営業日とし、5月7日(金)は振替と

して休湯日と します。
3月15日受付分まで

(18) 

ブ
ル
タ
ブ
を
集
め
車
椅
子
と
交
換

A

フ
金
町
ブ
ル
タ
ブ
回
収
運
動
ガ
始
ま
り
ま
す
。

現
在
、
道
内
各
地
で
空
き
缶
の

プ
ル
タ
ブ
を
回
収
し
て
福
祉
施
設

に
車
椅
子
を
寄
贈
し
よ
う
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
展
開
さ
れ
、
今

金
町
に
お
い
て
も
各
団
体
や
個
人

で
、
自
発
的
な
回
収
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
取
り
扱
い
窓
口
を

明
確
化
す
る
た
め
に
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
今
金
町
衛
生
委
員
会
が

主
体
と
な
っ
て
回
収
事
業
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

回
収
さ
れ
た
プ
ル
タ
ブ
は
、
光

の
里
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
一

度
収
集
さ
れ
、
静
岡
県
内
に
あ
る

環
連
絡
協
時
間
ム
互
に
お
キ
ロ
毎
に
送

付
さ
れ
、
約

1
ト
ン
に
な
る
と
車

精
子
と
交
換
さ
れ
町
内
の
福
祉
施

設
に
寄
贈
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
光
の
里
学
園
で
実
施
さ

れ
て
い
る
空
き
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル

運
動
に
も
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。-
回
収
箱
の
設
置
場
所

役
場

・
町
民
セ
ン
タ
ー
・

と
し
べ

つ
・
国
保
病
院
・
教
育
委
員
会
・
総

合
体
育
館
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ

北槍山町立国保病院(北槍山)

富田医院(今金)

今金町立国保病院(今金)

道南ロイヤル病院(北槍山)

29日岩間 医院(今金)

※診療時間

制
②
0
1
1
1
番

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

に

!。ザ種 l
今 今おピ川
金 ボ金問リ温習
町 ラ間]いカ泉÷
役 ン社合 休主主

住場 テ会わ 憩ホ
8 民町 8 ィ福せ 所竺
2 運民 2 ア祉 ・千二
|窃J課 |セ協 ク ;I:
O 係 2 ン議 ア if
1 7 タ会 ・ 7
1 8 I プ 5
1 0 ラで

http://www.hakodate.or.jplimakane/ ノ}-~ IIIIホームページ

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


